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第 1回資源・エネルギー・新技術部会 指摘事項について 

 
１．指摘事項の確認 

第 1 回資源・エネルギー・新技術部会(以下、第１回本部会という)において提示された指摘事

項と確認結果概要について以下のとおり。 
 

表 1 第１回本部会における指摘事項と確認結果概要 

 

 
次ページ以降に検討結果を示す。 

 
 
  

No. 指　摘　事　項 確認結果概要

1
水草との集約処理の可能性について、県における水
草処理の対応状況を確認すること。

水草刈取り実績を整理。当面は現状の対
策を継続する。

2

汚泥の有効利用の検討材料として、成分分析の項目
を検討すること。
マイクロプラスチックの含有量を可能であれば把握す
ること。

分析を行った。
マイクロプラスチックについては、現時点
で定義や分析方法が確定しておらず、今
後の動向を注視する。

3
汚泥の農地利用の可能性について、県内部での動向
を把握し調整を行うこと

下水汚泥由来の肥料についての利用につ
いて整理。

4
下水道部局だけでなく、滋賀県全体の計画、政策との
整合、SDGｓの視点から事業実施の可能性を把握し、
調整を行うこと

今後の検討方針に盛り込んでいくこととす
る。

5
ゴミなど他バイオマスとの連携の可能性を把握するこ
と。

喫緊での導入は困難であるが、実施の可
能性について引き続き検討を行う。
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２．検討結果 

２．１ 水草のメタン発酵の可能性について 

滋賀県における水草刈り取りにかかる実績は下記の通りである。 
 

 
図 1 滋賀県の水草刈り取りにかかる実績の整理 

 
なお、下水汚泥との集約処理を想定する場合は、刈り取り事業費に加え、新たに以下の施設の

建設が必要となることに注意が必要である。 
①消化タンク 
②水草前処理施設（消化不適物の除去施設、破砕施設等） 

それぞれの建設費、維持管理費は、①については下水汚泥と水草の固形物量や消化量等による

按分が考えられる。②については全て水草の処理経費に上乗せしてかかるコストとなることに注

意が必要である。 
また、一般的に下水汚泥と比較して草本類は消化が進みにくいと想定されるため、水草を混合

して消化した場合、下水汚泥のみの場合と比較して投入固形物量あたりの消化ガス発生量が減少

することが考えられる。下水汚泥のみで消化を行う場合と比較して消化ガス発生効率が悪化する

可能性があることも考慮に入れておく必要がある。さらに、水草の刈り取りは年間を通して継続

的に実施されず、季節変動が大きいため、汚泥への混和率が変動することも課題である。 
 

このように、水草を下水汚泥に混入してメタン発酵を行うことを想定する場合、その前処理施

設の建設費や消化タンク建設費の負担が必要となり、財源確保が大きな課題になると見込まれる

ことと、また、水草の有効利用については、水草等対策技術開発支援事業により企業の提案する

新たな技術開発等を支援しており、平成 29 年度の採択事業では水草堆肥の具体的な事業化にむけ

た提案も受けていることから、当面は現状の対策を継続していく。 
 
 
 

年度

根こそぎ

除去(t)

表層刈取

(t) 合計

H21 378 3,102 3,480

H22 1,222 2,226 3,448

H23 3,457 2,079 5,536

H24 3,211 1,902 5,113

H25 3,600 1,494 5,094

H26 4,074 1,241 5,315

H27 4,238 2,446 6,684

H28 4,699 2,692 7,391

H29(計画) 4,451 3,232 7,683
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２．２ 汚泥有効利用に向けた分析について 

（１）汚泥分析項目 

汚泥有効利用に向け、脱水汚泥等の成分分析を行った。結果を表 2 に示す。 
※試料採取日：平成 29 年 10 月 4～5 日 
 

表 2 脱水汚泥等の成分分析結果 

 
 
SP：圧入式スクリュープレス脱水機 
BP：ベルトプレス脱水機 

浄化センター 湖西 高島
脱水機 SP-1 SP-3 BP SP-B1 SP-B2 SP

基本性状 含水率 % 78.8 80.5 76.5 74.8 78.8 74.4
灰分 %/TS 15.4 14.8 14.1 15.5 14.4 11.7
強熱減量 %/TS 81.4 80.3 81.3 83.1 84.5 86.1
高位発熱量 J/g dry 19,800 19,200 18,600 18,400 18,300 19,300
低位発熱量（計算による） J/g dry 18,200 17,600 17,000 16,800 16,600 17,600

可燃物組成 C % dry 44.4 43.5 43.1 43.4 44.8 43.7
H % dry 7.04 6.90 6.85 6.99 7.39 7.25
N % dry 5.67 4.93 5.18 4.69 4.65 5.06
O % dry 26.9 29.3 30.2 28.9 28.3 31.8
T-S mg/kg dry 6,100 5,700 5,400 5,300 4,800 5,000
V-S mg/kg dry 5,800 5,400 5,100 5,000 4,400 4,600
T-Cl mg/kg dry 520 390 340 470 500 280

灰分化学組成 SiO2 % dry 29.7 17.3 15.2 16 9.51 21.4
Al2O3 % dry 28.5 27.1 24.7 33.6 35.8 28.1
Fe2O3 % dry 3.87 4.17 4.22 2.09 2.35 2.68
CaO % dry 4.91 6.04 6.42 5.33 7.64 6.23
MgO % dry 1.76 1.92 2.2 1.22 1.62 1.92
Na2O % dry 0.42 0.59 0.34 0.41 0.65 0.49
K2O % dry 1.05 1.70 1.44 0.84 1.27 1.29
SO3 % dry 0.47 0.46 0.63 0.52 0.79 0.79
P2O5 % dry 19.5 16.4 20.5 22.6 17.9 24.1
TiO2 % dry 0.21 0.22 0.24 0.13 0.17 0.15
V2O5 % dry <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
MnO2 % dry 0.1 0.11 0.18 0.15 0.15 0.06

灰溶融温度 融点（酸化性雰囲気） ℃ 1,470 1,420 1,475 1,540 1,480 ≧1,650
融点（還元性雰囲気） ℃ 1,415 1,330 1,350 1,435 1,420 1,580
軟化点（酸化性雰囲気） ℃ 1,320 1,180 1,245 1,410 1,360 1,650
軟化点（還元性雰囲気） ℃ 1,285 1,150 1,195 1,385 1,295 1,450
溶流点（酸化性雰囲気） ℃ 1,555 1,515 1,625 1,650 ≧1,650 ≧1,650
溶流点（還元性雰囲気） ℃ 1,500 1,465 1,520 1,545 1,600 1,640

重金属等含有量 T-Hg（脱水ケーキで測定） mg/kg dry 0.31 0.15 0.86 0.69 0.44 0.06
T-Hg（灰化して測定） mg/kg dry <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
Cd mg/kg dry <1 <1 <1 <1 <1 <1
Pb mg/kg dry 1 <1 5 <1 <1 1
Cr6+ mg/kg dry <1 <1 <1 <1 <1 <1
T-Cr mg/kg dry 13 13 14 20 17 11
As mg/kg dry 5.4 5.4 6.3 5.0 5.2 3.7
F mg/kg dry 280 250 550 310 380 190
B mg/kg dry 17 19 20 14 15 14
Se mg/kg dry 2 2 2 2 2 1
Cu mg/kg dry 180 170 190 240 210 460
Zn mg/kg dry 330 320 340 330 270 330
Fe mg/kg dry 4,200 4,400 4,300 2,300 2,300 2,400
Mn mg/kg dry 100 110 170 150 140 48
n-Hex mg/kg dry 65,000 76,000 55,000 61,000 60,000 71,000
CN mg/kg dry <1 <1 <1 <1 <1 <1
R-Hg mg/kg dry <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01
有機リン mg/kg dry <1 <1 <1 <1 <1 <1
PCB mg/kg dry <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 <0.5
Ni mg/kg dry 12 12 11 12 13 9
K mg/kg dry 1,400 2,000 1,900 1,100 1,500 1,400
Al mg/kg dry 24,000 23,000 20,000 28,000 27,000 21,000
T-N mg/kg dry 50,000 55,000 52,000 44,000 41,000 42,000
T-P mg/kg dry 19,000 18,000 20,000 21,000 18,000 15,000

浄化センター 湖西 高島
焼却炉

重金属含有量 T-Hg（焼却灰を測定） mg/kg dry - -

1,365

1,165

1,510

湖南中部 東北部
新2号炉 3号炉

13
1,600

24,000
55,000
19,000

67,000
<1

<0.01
<1

<0.5

3
180
340

4,700
110

<0.01
0.11

<0.01

<0.01 0.04

1,420

1,220

≧1,650

0.26

<1
1

<1
26
5.3

270
19

0.49
1.22
0.53
18.7
0.19

18.2
28.2
4.07
5.89
1.73

湖南中部 東北部

0.07

SP-2

78.9
14.7
83.8

19,400
17,800

43.9
6.91
5.23
28.8

5,700
5,400

420
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（２）汚泥燃料化 

他所の燃料化に向けた脱水汚泥の有機物濃度（強熱減量）と発熱量の関係例を以下に示す。 
 

 

出典：下水汚泥エネルギー化技術ガイドライン-改訂版-，H27 年 3 月，国交省 に加筆 

図 2 有機物濃度と発熱量の例 
 

表 2 より、琵琶湖流域の 4 浄化センターにおける脱水汚泥の有機物濃度と発熱量は、概ね他所

の事例と同程度であった。 
また、燃料化技術により生成される下水汚泥固形燃料の性状等を表 3 に示し、4 浄化センターの

実測値と比較した。 
今回、琵琶湖流域の 4 浄化センターの測定結果は 18～20MJ/kg –DS であった。測定対象とし

たものは脱水汚泥であるため直接の比較はできないが、未消化の改質乾燥汚泥とほぼ同程度の熱

量であった。また、灰分は 12～16％程度で改質乾燥汚泥と比較して少ない。 
 
  

琵琶湖流域下水道 
（高位発熱量） 
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表 3 下水汚泥固形燃料の性状例 

 対象汚泥 
発熱量 

（MJ/kg-DS) 
灰分 
（％） 

臭気 

汚泥炭化 

低温炭化 
未消化汚泥 17～22 22～30 

タール臭 
消化汚泥 13～16 43～45 

中温炭化 
未消化汚泥 16～17 42～45 

ほぼ無臭 
消化汚泥 約 13 約 58 

高温炭化 
未消化汚泥 15～20 30～50 

無臭 
消化汚泥 10～15 50～60 

汚泥乾燥 

造粒乾燥 
未消化汚泥 16～19 13 

汚泥臭 
消化汚泥 12～16 28 

油温減圧式乾燥 未消化汚泥 21 約 20 汚泥・油臭 

改質乾燥 
未消化汚泥 18～20 22～24 

汚泥臭 
消化汚泥 14～16 39 

（参考）石炭 － 25～30 約 7～16 無臭 

滋賀県 
脱水汚泥 

湖南中部（平均） 未消化汚泥 19.5 15.0  
湖西 未消化汚泥 19.6 14.1  

東北部（平均） 未消化汚泥 18.4 15.0  
高島 未消化汚泥 19.3 11.7  

出典：下水汚泥エネルギー化技術ガイドライン-改訂版-，H27 年 3 月，国交省 に加筆 

 
（３）コンポスト化 

コンポスト化に際しては、重金属類の含有率について規制値を遵守する必要がある。規制値を

表 4 に示し、4 浄化センターの実測値と比較した。なお、滋賀県の値は脱水汚泥を対象とした測

定値であり、コンポスト化により濃縮されることが想定されるため、参考値である。今後、濃縮

率を設定してコンポスト化した際の含有率を想定する必要がある。 
 

表 4 汚泥発酵肥料における重金属類の許容値（単位：mg/kg） 

項目 許容値 
滋賀県 脱水汚泥 （参考） 

湖南中部 
（最大） 湖西 東北部 

（最大） 高島 

ヒ素 50 5.4 6.3 5.2 3.7 
カドミウム 5 <1 <1 <1 <1 
水銀 2 0.31 0.86 0.69 0.06 
ニッケル 300 13 11 13 9 
クロム 500 26 14 20 11 
鉛 100 1 5 <1 1 
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また、肥料として販売するためにはその肥効成分を明らかにする必要がある。下水汚泥を用い

た肥料の肥効成分含有量等の例を表 5 に示し、4 浄化センターの実測値と比較した。 
 

表 5 下水汚泥を用いた肥料の肥効成分含有量等の例 

 
出典：下水汚泥エネルギー化技術ガイドライン-改訂版-，H27 年 3 月，国交省 に加筆 

 
滋賀県の脱水汚泥は他所の脱水汚泥と比較してリン酸が高い傾向がみられる。 

 

  

窒素 リン酸 加里 含水率 pH C/N比 アルカリ分 有機物

N P2O5 K2O
（％） （％） （％） （％） （％） （％）

検体数 71 41 40 33 30 21 48 29

平均値 4.72 5.30 0.33 78.0 7.99 6.92 7.18 65.4

最大値 8.30 13.7 1.20 87.0 12.4 13.9 31.6 97.6

最小値 1.04 0.38 0.02 60.6 5.28 1.00 0.15 38.3

検体数 47 30 30 39 31 23 27 30

平均値 4.01 3.62 0.29 16.8 7.11 6.53 7.10 53.3

最大値 6.97 9.94 0.65 50.3 11.2 9.46 25.2 82.8

最小値 1.80 1.32 0.03 3.20 5.40 2.70 0.23 26.7

検体数 94 69 67 73 72 59 66 70

平均値 2.41 3.35 0.31 30.3 7.28 9.43 11.9 45.8

最大値 9.91 13.0 1.26 59.7 8.50 20.5 38.5 83.2

最小値 0.72 0.96 0.07 0.56 5.10 3.20 0.74 16.3

湖南中部 5.28 18.2 1.32 79.4 8.33 81.8

湖西 5.18 20.5 1.44 76.5 8.32 81.3

東北部 4.67 20.3 1.06 76.8 9.44 83.8

高島 5.06 24.1 1.29 74.4 8.64 86.1

※脱水汚泥：湖南中部、東北部は平均値

 　　　　　　成分
 種類

脱
水
汚
泥

乾
燥
汚
泥

コ
ン
ポ
ス
ト

滋
賀
県
※
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（４）セメント原料化 

セメント原料化に際しては、含水率、強熱減量、重金属類の含有率等の分析が必要となる。表 6
に焼却灰をセメント原料として受け入れる場合の分析項目および受け入れ基準値を示し、4 浄化

センターの実測値と比較した。なお、滋賀県の値は脱水汚泥を対象とした測定値であるため、参

考値である。 
 

表 6 焼却灰をセメント原料として受け入れる場合の化学組成に係る受入基準 

 
出典：経済産業省 ホームページ に加筆 

 
  

湖南中部 湖西 東北部 高島

含水率 <30.0 Wet wt％ 79.4 76.5 76.8 74.4

強熱減量 <15.0 Dry wt％ 81.8 81.3 83.8 86.1
SiO2 特に定めず Dry wt％ 21.7 15.2 12.8 21.4
Al2O3 特に定めず Dry wt％ 27.9 24.7 34.7 28.1
Fe2O3 特に定めず Dry wt％ 4.04 4.22 2.22 2.68
CaO 特に定めず Dry wt％ 5.61 6.42 6.49 6.23
MgO <3.5 Dry wt％ 1.80 2.20 1.42 1.92
Na2O <5.0 Dry wt％ 0.50 0.34 0.53 0.49
K2O <2.0 Dry wt％ 1.32 1.44 1.06 1.29
TiO2 <2.0 Dry wt％ 0.21 0.24 0.15 0.15
MnO 特に定めず Dry wt％ 0.11 0.18 0.15 0.06
Cl <0.1 Dry wt％ 0.04 0.03 0.05 0.03
SO3 <3.0 Dry wt％ 0.49 0.63 0.66 0.79
P2O5 <5.0 Dry wt％ 18.2 20.5 20.3 24.1
Pb <1000 Dry wtppm <1 5 <1 1
Cu <1300 Dry wtppm 177 190 225 460
Zn <1700 Dry wtppm 330 340 300 330
Cd <20 Dry wtppm <1 <1 <1 <1
Cr+6 検出されないこと Dry wtppm <1 <1 <1 <1
T-Cr <170 Dry wtppm 17 14 19 11
T-Hg <1 Dry wtppm <0.01※ <0.01※ <0.01※ <0.01※

※灰化して測定した値

滋賀県　脱水汚泥　（参考）
分析項目 受入れ基準 単位
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（５）汚泥中のマイクロプラスチックの分析について 

マイクロプラスチックについては、その定義や分析方法（公定法）は確立されていない。 
なお、環境省では 5mm 以下の微細なプラスチック片をマイクロプラスチックとして定義し、

日本周辺海域における実態把握調査が行われている。 
 

 

 
出典：海洋ゴミ問題に対する日本の取り組み，環境省水・大気環境局 水環境課海洋環境室 
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マイクロプラスチックについては海域や湖水中において課題とされているケースが多く見受け

られる。またこれらは、プラスチックゴミとして水域に排出されたものが自然環境中で破砕、細

分化されたもの（二次的マイクロプラスチック）が多いと思われる。下水処理場においては、流

入水中に含まれるマイクロビーズ等（一次的マイクロプラスチック）の処理状況を把握すること

が有用ではないかと考えられる。 
なお、マイクロプラスチックの分析方法（公定法）がないため、今後、その確立が必要である。

今年度、環境省でモニタリング方法の標準化に向けた検討業務が発注されており、その動向を注

視していくこととする。 
 
平成２９年度マイクロプラスチックのモニタリング手法の標準化及び調和に向けた検討業務 
 http://www.env.go.jp/kanbo/chotatsu/20170425_96678.html 
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２．３ 汚泥の農地利用の可能性について 

（１）下水汚泥を原料とする肥料の生産状況 

全国レベルでの下水汚泥を原料とする汚泥肥料等の生産量は、ほぼ横ばいである。 
 

 
出典：図は「下水汚泥有効利用促進マニュアル，2015年版」 

元データは「ポケット肥料要覧，2013/2014」 

図 3 汚泥肥料等の生産量の推移 
 
下水汚泥コンポスト施設の一覧を次頁に示す。下水汚泥コンポスト施設の約1/3が北海道に存在

しており、施設規模については1,000t/日を超える大規模施設も見受けられるが、ほとんどが10t/
日未満となっている。近畿圏における稼動実績は堺市の石津処理場のみである。 

下水汚泥コンポスト処理施設は、民間のコンポスト施設と比べて設備費が高額となったり、コ

ンポストの需要が計画値よりも見込めないなどの問題が生じ、処理コストが割高になるケースが

多く、近年では、新規施設の建設はほとんどない。H18年度の統計では52箇所で実績があったが

H26年度の統計では36個所となっており、全国的にコンポスト化施設は減少傾向にある。 
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表 7 コンポスト処理施設 

 
出典：下水道統計（平成 26 年度版）のデータを加工 

 
（２）下水汚泥の緑農地利用に関する課題 

下水汚泥の緑農地利用にあたっては、肥料取締法による基準を遵守する必要がある。下水汚泥

堆肥等は、従来、届出制による特殊肥料扱いであったが、H12年の肥料取締法の改正により、下

水汚泥堆肥等は、特殊肥料から普通肥料に分類され、流通・利用に関しては、同法の基準（表 8）
に適合した上、農林水産大臣の肥料登録を受けなければならないこととなった。 
 

表 8 含有を許される有害成分の最大量（mg/kg-dry） 
ひ素 
カドミウム 
水銀 
ニッケル 
クロム 
鉛 

50 
5 
2 
300 
500 
100 

 
また、下水汚泥堆肥等は、その原料と製造方法に応じて、肥料取締法上、表 9 のとおり規定さ

れている。 

都道府県 市町村等団体名
事業区分

名
処理場名

緑農地利用・
能力・投入汚

泥量

緑農地利用・
能力・生産量

緑農地利用・行き先

- - - - t/日 t/日 -

北海道 石狩川流域 流域 奈井江浄化センター 19 11 民間(農協含む)

網走市 公共 単独 網走浄化センター 11 11 民間(農協含む)
苫小牧市 公共 単独 勇払下水処理センター 5 1 その他
上富良野町 公共 単独 上富良野浄化センター 4 9 民間(農協含む)
上富良野町 公共 単独 上富良野浄化センター 4 9 民間(農協含む)
上富良野町 公共 単独 上富良野浄化センター 4 9 民間(農協含む)
剣淵町 特環 単独 剣淵浄化センター 4 1 公共・民間(農協含む)
遠別町 特環 単独 遠別浄化センター 2 4 民間(農協含む)
広尾町 公共 単独 広尾下水終末処理場 1 4 公共・民間(農協含む)
池田町 公共 単独 池田町下水道管理センター 3 6 公共・民間(農協含む)
中標津町 公共 単独 中標津下水終末処理場 9 7 民間(農協含む)

山形県 山形市 公共 単独 前明石ケーキ処理場 14 5 公共・民間(農協含む)
鶴岡市 公共 単独 鶴岡市浄化センター 5 1
鶴岡市 公共 単独 鶴岡市コンポストセンター 10 6 民間(農協含む)

福島県 会津若松市 公共 単独 会津若松市下水浄化工場 1 その他
茨城県 筑西市 公共 単独 下館水処理センター 3 1 民間(農協含む)
千葉県 茂原市 公共 単独 川中島終末処理場 12 9
福井市 おおい町 特環 単独 名田庄東部浄化センター その他
長野県 中野市 公共 単独 中野浄化管理センター 1,205 438 公共・民間(農協含む)
愛知県 矢作川・境川流域 流域 境川浄化センター 5 公共・民間(農協含む)

豊橋市 公共 単独 中島処理場 120 30 その他
知多市 公共 単独 南部浄化センター 7 1 民間(農協含む)

三重県 志摩市 特環 単独 坂崎浄化センター 2 0.1 公共
志摩市 特環 単独 的矢浄化センター 2 0.1 公共

大阪府 堺市 公共 単独 石津下水処理場 17,958 5,402 公共・民間(農協含む)
鳥取県 南部町 特環 単独 東西町浄化センター 3 3 民間(農協含む)

南部町 特環 単独 クリンピュア西伯 3 3 民間(農協含む)
浜田市 特環 単独 旭浄化センター 93 16 公共・民間(農協含む)

岡山県 倉敷市 公共 単独 玉島下水処理場 1 0 その他
佐賀県 佐賀市 公共 単独 下水浄化センター 30 4 民間(農協含む)
宮崎県 宮崎市 公共 単独 宮崎処理場 公共・民間(農協含む)
鹿児島県 鹿児島市 公共 単独 下水汚泥堆肥化場 110 民間(農協含む)

知名町 公共 単独 知名環境センター 14 1 公共・民間(農協含む)
沖縄県 名護市 公共 単独 名護下水処理場

名護市 公共 単独 名護下水処理場 78 11 その他
名護市 特環 単独 喜瀬下水処理場 2 0.1 民間(農協含む)

計 36箇所
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表 9 肥料取締法に基づく汚泥肥料の種類 

汚 泥 肥 料 の 種 類 

下水汚泥肥料 
一 下水道の終末処理場から生じる汚泥を濃縮、消化、脱水又は乾燥したもの 
二 一に掲げる下水汚泥肥料に植物質若しくは動物質の原料を混合したもの又はこれを乾燥したもの 
三 一若しくは二に掲げる下水汚泥肥料を混合したもの又はこれを乾燥したもの 
し尿汚泥肥料 
一 し尿処理施設、集落排水処理施設若しくは浄化槽から生じた汚泥又はこれらを混合したものを濃縮、消化、脱水又は乾

燥したもの 
二 し尿又は動物の排せつ物に凝集を促進する材料又は悪臭を防止する材料を混合し、脱水又は乾燥したもの 
三 一若しくは二に掲げるし尿汚泥肥料に植物質若しくは動物質の原料を混合したもの又はこれを乾燥したもの 

四 一、二若しくは三に掲げるし尿汚泥肥料を混合したもの又はこれを乾燥したもの 
工業汚泥肥料 
一 工場若しくは事業場の排水処理施設から生じた汚泥を濃縮、消化、脱水又は乾燥したもの 
二 一に掲げる工業汚泥肥料に植物質若しくは動物質の原料を混合したもの又はこれを乾燥したもの 
三 一若しくは二に掲げる工業汚泥肥料を混合したもの又はこれを乾燥したもの 
混合汚泥肥料 
一 下水汚泥肥料、し尿汚泥肥料若しくは工業汚泥肥料のいずれか二以上を混合したもの又はこれを乾燥したもの 
二 一に掲げる混合汚泥肥料に植物質若しくは動物質の原料を混合したもの又はこれを乾燥したもの 
三 一若しくは二に掲げる混合汚泥肥料を混合したもの又はこれを乾燥したもの 
焼成汚泥肥料 

下水汚泥肥料、し尿汚泥肥料、工業汚泥肥料又は混合汚泥肥料を焼成したもの 
 

汚泥発酵肥料 
一 下水汚泥肥料、し尿汚泥肥料、工業汚泥肥料又は混合汚泥肥料をたい積又は攪拌し、腐熟させたもの 
二 一に掲げる汚泥発酵肥料に植物質若しくは動物質の原料又は焼成汚泥肥料を混合したものをたい積又は攪拌し、腐熟さ

せたもの 

 

（３）有機JASの認定と下水汚泥由来肥料の今後の活用について 

農林水産省が定める有機農産物及び有機加工食品の JAS 規格において、下水汚泥由来の肥料に

ついては事実上認定を受けることは困難な状況である。 
また肥料取締法上、下水汚泥は普通肥料に分類される。下水汚泥については、どうしても重金

属物質含有の懸念があるため、現時点では県で積極的に活用を推進することは難しいという見解

である。 
 ただし資源循環、地産地消の観点から緑農地利用は有効利用の手法として当県にとって有用で

あると考えられるため、需要や地域性を考慮しながら検討を進めることとする。 
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２．４ 滋賀県全体の計画、施策との整合と関連性およびＳＤＧｓの視点からの事業実施方針 

本部会における審議の視点は下記の７点である。滋賀県下水道中期ビジョンはもとより、これ

らの視点と滋賀県が取り組む政策等との関連を整理する。 
・コスト 
・汚泥処理の安定性 
・周辺住民の理解 
・地域の活性化 
・資源循環 
・エネルギー消費量 
・温室効果ガス排出量 

 
（１）滋賀県基本構想 

本県における施策の上位計画として、「滋賀県基本構想」（平成27 年３月策定、計画期間 平
成27 年度～30 年度）がある。この基本構想に掲げる「夢や希望に満ちた豊かさ実感・滋賀」の

基本理念のもと、「長期ビジョン編」で描く平成52 年（2040 年）頃の５つの目指す姿があり、

それらの実現に向けて、４年間で先駆的・重点的に取り組む政策である７つの「重点政策編」の

施策を具体化している。 
 

 
図 4 滋賀県基本構想の構成 
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５つの目指す姿 
①【ひと】互いに支え合い、誰もが自らの能力を発揮し活躍する、夢や希望に満ちた滋賀 
②【地域の活力】滋賀の力を伸ばし、活かす、誇りと活力に満ちた滋賀 
③【自然・環境】美しい琵琶湖を大切にする、豊かな自然と共生する滋賀 
④【県土】暮らしと産業を支える基盤が整い、人やものが行き交う元気な滋賀 
⑤【安全・安心】将来への不安を安心に変え、安全・安心に暮らせる滋賀 
 

７つの重点政策 
①子どもの生きる力を育み、若者や女性が輝く社会の実現 
②すべての人に居場所と出番があり、最後まで充実した人生を送れる社会の実現 
③滋賀の強みを活かし、新たな強みを生み出す滋賀発の産業の創造 
④琵琶湖をはじめとするめぐみ豊かな環境といのちへの共感を育む社会の実現 
⑤豊かに実る美しい地域づくりと滋賀・びわ湖ブランドの発信 
⑥「文化とスポーツの力」を活かした元気な滋賀の創造 
⑦人やものが行き交う活力ある県土づくりと安全・安心社会の実現 
 
これらの重点政策の中でさらに19のプロジェクトが展開されているが、下水道事業に関連する

プロジェクトとしては③滋賀の強みを活かし、新たな強みを生み出す滋賀発の産業の創造に「滋

賀エネルギーイノベーションプロジェクト」が挙げられる。このプロジェクトには、下水熱の利

用や省エネ・創エネについての技術開発についての支援や取り組みが位置づけられている。今回

の検討の視点にもこれらのプロジェクトにも配慮している。 
 

（２）ＳＤＧｓ(Sustainable Development Goals:持続可能な開発目標) 

持続可能な開発目標（SDGs）とは，2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の後

継として，2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」

にて記載された2016年から2030年までの国際目標である。 
持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成され，地球上の誰一

人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓っている。SDGsは発展途上国のみなら

ず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり，日本としても積極的に取り組

んでいます。 
滋賀県においても2015年、滋賀県は基本構想に「新しい豊かさ」という理念を掲げている。そ

して、SDGsを一つの物差しにして、具体的な目標を設定していこう、世界との繋がり、未来との

関わりの中で「自分たちの今・私たちのいる滋賀」を捉え直そうと参画を表明している。 
自治体こそSDGsに取り組める最適な単位であり、また取り組まなければならない単位であり、

有効な取組が出来る単位だと考えのもと、本事業においてもＳＤＧｓを踏まえた検討方針を整理

する。 
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図 5 SDGs の概要 
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（３）具体的検討方針 

今回の汚泥処理方式の検討においては、図 に示された目標項目のうち、No.6～9，14，15 が対

象と考えられる。これら 6 項目については、以下の方針とする。 
 

表 10 汚泥処理方式の検討と SDGs の関係 
目 標 検討方針 審議の視点 

目標 6 水・衛生 琵琶湖流域下水処理場の放流先である琵琶湖は淀川流

域における重要な水道水源となっていることから、琵琶

湖の水質保全のため高度な水処理を実施している。今後

も美しい琵琶湖を守っていくため、汚泥処理方式の検討

にあたっては返流水質を留意項目の一つとする。 

・汚泥処理の安定性 
・周辺住民の理解 

目標 7 エネルギ

ー 
汚泥処理には多くのエネルギーを必要とするため、処理

方式の検討にあたってはエネルギー消費量について留

意する。また、下水汚泥はエネルギーの発生源となる有

機物を多く含むため、エネルギーとして有効利用可能な

処理方式であることも検討項目とする。 

・コスト 
・エネルギー消費量 

目標 8 経済成長

と雇用 
人間の活動が継続する限り、汚泥処理を含む下水処理は

永続的に必要とされる。処理場の建設や維持管理業務が

発生するため、そこに雇用も生じる。今後も下水処理（汚

泥処理）を継続して実施可能となるように、建設・改築

計画を考慮して汚泥処理方式を検討する。 

・汚泥処理の安定性 
・周辺住民の理解 
・地域の活性化 

目標 9 イ ン フ

ラ、産業

化、イノ

ベーショ

ン 

下水処理場は水環境を保全するために無くてはならな

い公共の施設（インフラシステム）であり、下水処理お

よびその過程で発生する汚泥の処理を滞りなく進める

ことが求められる。このため、安定した汚泥の処分方法

や、継続して受け入れが可能な需要先を確保できること

を必須の項目とする。 

・コスト 
・資源循環 
・汚泥処理の安定性 

目標 14 海洋（水

中）資源 
下水処理施設は水中の汚濁物質を除去して水環境の保

全を図る一方で、エネルギーを消費して CO2 を排出し

ている。海洋は、人間活動により排出される CO2 の約

30％を吸収していると想定され、pH が低下して海洋生

物への影響が懸念されている。汚泥処理方式の検討にあ

たっては、できるだけエネルギー消費量が少なく CO2

の排出が抑制できる方式であることも検討項目の一つ

とする。 

・資源循環 
・温室効果ガス排出

量 

目標 15 陸上資源 近年、地球規模でりんの枯渇が顕在化しつつあり、農業

分野においてはりん肥料の価格も上昇傾向にある。その

一方で下水汚泥中にはりんが豊富に含まれており、これ

を緑農地利用することでりん資源の有効利用が可能と

なるため、これを考慮した汚泥処理方式も検討対象目の

一つとする。 

・資源循環 
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２．５ ゴミなど他バイオスとの連携可能性について 

他の地域バイオマスとの連携については、一般的には MICS のようにし尿や浄化槽汚泥の集約

処理等の効率化も含まれるが、ここではエネルギー源となる有機物を受け入れることで、消化ガ

ス発生量や汚泥燃料製造量を増加させることを想定する。受け入れるバイオマスとしては、し尿

や他の汚水処理事業で発生した汚泥の他、刈草や間伐材、生ゴミ等がある。琵琶湖流域の場合、

p.2 に示した水草も地域バイオマスとして想定することができる。 
 

 
出典：下水道新技術ビジョン 

図 6 地域バイオマスとの連携イメージ 
 

但し、水草や刈草、間伐材等の植物類を消化槽に投入すると消化効率が低下することが多く、

現在の技術では生ゴミや食品残渣を投入することが効果的と推定される。 
食品工場等から排出される食品残渣は 1 箇所で多量に安定して発生することから、収集効率が

高い。但し、既に民間企業の消化ガス発電やコンポスト化に向けた収集が契約されていることも

多い（他都市における事例調査による）。 
一般家庭から排出される生ゴミについては、消化に向かない他のゴミの混入が最も大きい課題

であり、分別が必要となる。このため、自治体による啓発活動が重要である。また、下水処理場

に生ゴミ等の受入施設の建設が必要となることや、多くの運搬車両が通過することに対する近隣

住民の理解が必要となってくる。 
これに対し、各家庭にディスポーザーを設置して、生ゴミを下水に投入する方法が効率的であ

る。但し、ディスポーザーを用いて下水に生ゴミを投入する方法についても課題があるため、次

の頁に整理した。 
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【ディスポーザー利用の課題】 
・現在のポンプ場はディスポーザー排水を受け入れる仕様ではないため、破砕機等の追加施設

が必要となる可能性がある。 
・管渠についてもディスポーザー排水の受け入れを考慮していないため、堆積物の増加による

嫌気化の促進、腐敗による悪臭の発生、硫化水素による腐食の促進等が考えられる。 
・現行の確立している下水処理プロセスに対して負荷が増加することは明らかであり、同様の

処理を行うためには新たなコストが発生する可能性がある。 
・現状ではディスポーザーの普及率が低いため、普及促進のために補助金が必要と考えられる。 

 
【他バイオマスとの連携について】 
 ごみや刈草、先に示した水草との集約処理も想定されるが、琵琶湖流域下水道では日量300tを
超える汚泥量が発生しており、継続して安定した事業運営を考慮すると、収集・運搬方法、法的

整理など課題も多く喫緊での導入は難しい。しかし、これからの人口減少社会に向けて引き続き

効率的な集約処理に向けて検討は続けていく必要がある。 


